　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成１８年４月１日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　普及本部　指導部
公認指導員Ｂ級昇級試験実施細目２　作業の流れと諸手続き
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参考期日

１．「公認指導員Ｂ級昇級試験」（以下単に「試験」という）実施を決定し、　　　　　　５ヶ月前

受験予想人数を推測する。

２．｢試験｣期日と「Ｂ指導員昇級講習会」（以下単に「講習会」という）期日　　　　　　４ヶ月前
を定め、受験人数と期日から適切な会場を確保する。　　　　
　　講習会：　実技講習用フロア、　机上講義室、　実技用男女更衣室、　役員控室、
　　試　験：　実技試験用フロア、　筆記試験室、　　実技試験用男女更衣室、役員控え室、

　　　論文試験採点用部屋(役員控え室と兼用可)。　
３．「講習会」の机上および実技講師を決める。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４ヶ月前
　　実技講師は直近の全国指導員養成講座受講者から選任する。

机上および実技の講習内容の打ち合わせ。
４．ＪＤＳＦに「講習会」の「開催申請書」（様式第１号）を送付する。　　　　　　　　４ヶ月前　
５．主催団体発行の「講習会」および「試験」通知兼申込書「公認指導員Ｂ級昇級講習会受講申込書」の配布。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３ヶ月前
　　　免許証サイズ（24×30mm）の写真２枚必要となることを明記しておく。
６．申込締切。　受講者リスト作成。　受験資格審査。　　　　　　　　　　　　　　　　２ヶ月前　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　
７．「講習会」実施。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 １ヶ月前

　　　　　　「２００５年度　Ｂ級指導員昇級講習会実施要領」による
「受講完了証明書」（様式第２号）準備。　　　　　　　　　　　　　　　

「講習会受講記録表」（様式第３号）作成。　　　　　　　　　　　　　　　
　「受講完了証明書」授与。　　　　　　　　　　　　　　
８．ＪＤＳＦに「講習会」の「開催報告書」(様式第４号)　を送付する。　　　
　　　　　　　　　　　

９．「試験」準備。
　　（１）ＪＤＳＦに「公認指導員Ｂ級昇級試験開催申請書」（様式第５号）。

　　（２）「試験」申込者リスト作成。　　
（３）タイムテーブル作成。　　
　　（４）運営役員（総括、受付、司会進行、筆記試験、実技試験、その他）の選任。
　　（５）選考委員の選定と本部派遣役員の依頼。
　　（６）実技試験シャドウおよびペアの試験用組み合わせリスト作成。
　　（７）実技試験用音響設備と音楽ソース（ＣＤなど）、マイク。

　　（８）「実技試験採点用紙」（様式第６号）とボード。　

　

　

１０．試験
　　　　　　「公認指導員Ｂ級昇級試験実施要領」による
１１．採点および集計。

１２．「Ｂ級指導員昇級試験・得点集計表」（様式第７号）作成。　　ＪＤＳＦに送付。
１３．「講習会」実費費用請求書（様式第８号）。　　　　　　　　　ＪＤＳＦに送付。
１４．「試験」　実費費用請求書（様式第９号）。　　　　　　　　　ＪＤＳＦに送付。

１５．ＪＤＳＦ　資格認定委員会による認定審査。
１６．ＪＤＳＦから「試験」主催者に認定結果通知、受験者に合否通知書送付。

１７．ＪＤＳＦから受験者に「公認指導員証明証」送付。

